
第６３回 学長選考会議議事録 

 

日  時  令和２年３月５日（木）１５時００分から１６時００分まで 

場  所  ３号館２階 特別会議室 

出 席 者  位髙光司委員、奥村次德委員、京藤倫久委員、材木正己委員、 

中井敏宏委員、小林和淑委員、清水重敦委員、中 建介委員、 

寶珍輝尚委員、前田耕治委員 

陪 席 者  吉田多見男監事、安保千秋監事 

 

議事に先立ち、監事陪席の確認があり了承された。その後、前回（第６２回）

議事録の確認が行われ、承認された。 

 

議  題 

１．学長の業務執行状況評価について 

議長から、「学長の業務執行状況評価」について審議したい旨の発言があ

り、総務企画課長から資料２、資料２の参考１から参考２に基づいて説明

があった。 

その後、監事の意見の聴取があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

２．学長の任期のあり方について 

議長から、「学長の任期のあり方」について審議したい旨の発言があり、

総務企画課長から資料３、資料３の参考１に基づいて説明があった。その

後、意見交換が行われ、審議の結果、以下のとおり承認された。 
なお、これに伴う学長の任期に関する規則の改正については、年度内に

メール会議を開催し審議することとされた。 
・次期以降の学長の任期については、原則、現行どおり当初３年・再任

３年とする。 
・ただし、学長は、中期目標・中期計画策定に関与する必要があること

から、中期目標期間開始の１年前を跨ぐ場合は、学内公示による選考

での再任は可とし、その場合の任期は最長９年を可能とする。 
 

  ３．学長選考会議規則の改正について 

議長から、「学長選考会議規則の改正」について審議したい旨の発言があ

り、総務企画課長から資料４、資料４の参考１から参考３に基づいて説明

があった。審議の結果、原案どおり承認された。 
 

  ４．次期学長選考会議への申し送り事項について 

議長から、「次期学長選考会議への申し送り事項」について審議したい旨



の発言があり、総務企画課長から資料５、資料５の参考１に基づいて説明

があった。審議の結果、原案どおり承認された。 
 

  ５．その他 

総務企画課長から、今年度開催の学長選考会議議事録を大学ホームペー

ジに掲載し公表することについて説明があり、審議の結果、当該議事録を

公表することが承認された。 
 

最後に議長から、本会議委員の任期が３月末までとなっており、委員が

参集して実施する会議としては、本日が最後になるため、これまでの運営

に対し謝辞があった。 

 

配付資料 

 資料１ 第６２回学長選考会議議事録（案） 

 資料２ 学長の業務執行状況の評価結果について（案） 

 資料２の参考１ 学長との面談まとめ 

 資料３ 学長の任期のあり方について（案） 

 資料３の参考１ 学長の再任の流れについて 

資料４ 国立大学法人京都工芸繊維大学学長選考会議規則（案） 

資料４の参考１ 国立大学法人法等（抜粋） 

資料４の参考２ 学校教育法等の一部を改正する法律等の施行について（通知） 

資料４の参考３ 国立大学の一法人複数大学制度等について 

資料５ 次期学長選考会議への申し送り事項について（案） 

 資料５の参考１ 学長選考に係る意向調査について 

参考１ 学長選考に係る主な論点について 

 参考２ 今後のスケジュールについて（予定） 

 

別添ファイル 学長選考会議関係資料集 

 学長選考会議基本資料 

  ・学長選考会議規則等 

 


